
令和元年度補正

事業に取り組んだ経緯・背景
当社は、1956 年の創業以来「正確かつ精度の高い
品質で、人々の安心をつなぐ情報伝達をサポート」と
いう経営理念のもと、「安心繋ぐ印刷屋」と位置付け
て地域金融機関・鉄道機関の機密性の高い重要印刷
物を中心に官公庁や地元企業の印刷物全般を取り扱っ
ております。しかし、電子化が進むことでの情報伝達
の多様化によって、印刷物の在り方を模索する状況と
なっており、同時に当社の存在価値も問われてきました。
私たちにできることとして、印刷物に求められるもの
は「機能性」「独自性」が挙げられ、また、当時のコ
ロナ禍において取引にデジタル技術を利用した「非対
面」など、大きくは以下4 点がニーズとして挙げられま
す。1：偽造防止機能の強化　2：多品種少量・個別
化対応　3：短納期・低価格対応　4：非対面の業務

プロセスの実現　これらを実現することが顧客の要望・
課題に対応するために最も重要であると考えました。

事業内容
先述のニーズ 1～ 4 対応するには、当時の設備と環
境では多くの課題がありました。まず、偽造防止加工
は複雑であるため高コスト・納期長期化しやすい。印
刷設備の殆どは大量生産でメリットを生む原理で作ら
れているものが多く、多品種少量印刷は苦手であります。
また、設備は人の作業技術に頼るもので遠隔操作不能
な設備でした。
今回の事業により導入したデジタル印刷システムは、
フルカラーの 4色に加え、白色、透明色、蛍光３色（黄・
赤・ピンク）、金、銀の 7つの特色を装備し、コピーな
どで復元できない偽造防止技術を有し、色域が拡がっ

たことで高品質も実現します。また、デジタル印刷特有
の段取り替え不要な点により大幅にコストダウン・納期
短縮が可能になります。
さらに、AIや IoT 技術を取り入れた印刷業務管理
システムを搭載しており、業務全体を管理、業務プロ
セスの効率化、作業の自動化を実現します。それによ
り非対面業務ができ、特定の技術者に頼らず、コロナ
ウイルスなど外部環境の変化に左右されず安定供給が
可能となるものです。

事業の成果
偽造防止技術は想定していた鉄道機関の機密製品
の提供を超えて、入場チケット、名刺、証明書など少
量の幅広い製品で利用され、「お手軽セキュリティ印刷」
という分野が当社に根付いてきました。また、多品種
少量生産は、短納期だけでなく、企画提案の試作品
に有効活用され、新規受注が大幅に増えるきっかけに
なりました。また、コロナやインフルエンザ、大雪など
で出社できない状態でも業務を止めずに済むことで顧
客からの信用を深め「安心繋ぐ印刷屋」としての存在
がより強まったと感じます。

事業の現在の状況
営業やデザイン部門が試作品を用いて企画提案を
することが日常多く行われることで、従来の印刷製品
の領域を超えて幅広い製品を取扱うようになってきまし
た。中でも、地元企業や団体様への提供として「オリ
ジナルグッズ」の取扱いが増え、グッズ事業を立ち上げ
るまでに充実してきました。
今後は、お客様に幅広く製品やサービスを提供でき
る印刷会社として確立していきたいと思っております。
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［得意分野］
金融機関・鉄道機関に求められるような、正確・
精密な技術が生きる印刷製品。
顧客の細かい要望や課題に対応する印刷周辺業務
全般。オリジナルグッズ企画。

［主要取引先］
地元金融機関・鉄道機関・地元企業・団体

［商品］
商業・事務・美術印刷、金融機関専用印刷、鉄道
機関専用印刷、オリジナルグッズ企画製造

［代表者からの一言］
私たちは「安心繋ぐ印刷屋」として昭和 31 年よ
り正確・精密・丁寧を積み重ねて、作る側の安心　
使う側の安心を生んできました。幅広いサービス
でお客様の課題や要望に対応できる存在であり続
けられるよう励んで
おります。
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